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(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第２四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第２四半期 19,089 9.4 315 － 361 － 174 －

29年３月期第２四半期 17,445 △1.4 △391 － △519 － △393 －

(注) 包括利益 30年３月期第２四半期 130百万円( －％) 29年３月期第２四半期 △1,031百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第２四半期 8.51 8.50

29年３月期第２四半期 △18.41 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第２四半期 44,764 14,756 32.7

29年３月期 45,202 14,772 32.4

(参考) 自己資本 30年３月期第２四半期 14,643百万円 29年３月期 14,662百万円
　
　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 5.00 － 7.00 12.00

30年３月期 － 5.00

30年３月期(予想) － 7.00 12.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 42,700 6.2 1,900 67.6 1,800 62.9 1,000 109.5 48.81

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期２Ｑ 22,579,700株 29年３月期 22,579,700株

② 期末自己株式数 30年３月期２Ｑ 2,091,280株 29年３月期 2,091,280株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期２Ｑ 20,488,420株 29年３月期２Ｑ 21,368,020株
　

(注) 期末自己株式数および期中平均株式数の算定上控除する自己株式数には、株式給付信託制度の信託財産として、
資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有している当社株式が含まれております。

　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する主旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間の当社グループを取り巻く経済環境は、日本においては企業業績や雇用情勢の改善等

を背景に緩やかな回復基調で推移しました。

　世界経済については、米国を中心に全体では拡大基調であるものの、米国のトランプ政権による政策動向、欧州

の英国ＥＵ離脱問題、中国及び新興国経済の下振れ懸念、アジアにおける地政学リスクの高まり等、先行きについ

ては懸念材料が多い中で推移しました。

このような状況の中、当社グループは、新製品開発、新規市場の開拓に注力し、お客様や社会における多様なニ

ーズやその変化に対応してまいりました。また、引き続き成長分野に対する積極的な開発投資を行うことで、他社

との差別化を図ってまいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は19,089百万円(前年同期比9.4％増)、営業利益は315百万

円(前年同期は営業損失391百万円)、経常利益は361百万円(前年同期は経常損失519百万円)、親会社株主に帰属する

四半期純利益は174百万円(前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失393百万円)となりました。

　

セグメントごとの業績は次のとおりであります。

①計測・計量機器事業

日本においては、景気持ち直しの後押しもあり、計量機器では天秤やウェイトチェッカ、計測機器では油圧試

験機を中心に幅広い分野で売上を伸ばしました。また計測・制御・シミュレーションシステム（DSPシステム）は

一部好調な製品はあるものの全体としては前年同期をやや下回る売上となっております。

米州においては、計量機器は前年同期並みの売上となったものの、計測機器ではかねてから取り組んでいた販

売体制の見直しの効果が出始めたことに加え、景況の緩やかな拡大にも後押しされ、DSPシステムの売上が回復し

ております。

アジア・オセアニアにおいては、韓国において生産ライン組込み用高精度計量センサー等が好調だった他、イ

ンドにおいて金属検出機やウェイトチェッカが好調だったこと等により売上を伸ばしました。また、豪州におい

ても展示会出展等の販促活動の強化により金属検出機やウェイトチェッカを中心に好調に推移しました。

この結果、計測・計量機器事業の売上高は11,298百万円(前年同期比4.8％増)、営業利益は183百万円(前年同期

は営業損失225百万円)となりました。

　

②医療・健康機器事業

日本においては、健康機器では血圧計の大口顧客向け輸出が伸び悩んだものの、リストバンド型活動量計の大

口受注等があり売上を伸ばしました。また、医療機器では全自動血圧計や看護用血圧計が好調だったことから売

上を伸ばしました。さらに、材料費の高騰等により前年同期に悪化していた原価率が中国子会社における外注化

の推進等の生産性改善により予想よりも早く回復したこともあり利益も大きく改善いたしました。

米州においては、米国でVA(退役軍人省)向け血圧計等の大口受注等があり売上を伸ばしました。

欧州においては、ロシアで中国系企業の参入により血圧計市場の競争が激化しているものの売上を伸ばし、さ

らに、円に対する露ルーブルの価値が上がったことから、円換算での売上高は大きく増加しました。

この結果、医療・健康機器事業の売上高は7,790百万円(前年同期比16.8％増)、営業利益は1,120百万円(前年同

期比243.0％増)となりました。

（２）財政状態に関する説明

(資産、負債及び純資産の状況)

当第２四半期連結会計期間末における総資産は44,764百万円となり、前連結会計年度末に比べ437百万円減少い

たしました。これは、たな卸資産が増加したものの受取手形及び売掛金が減少したこと等により流動資産が420百

万円減少したこと、無形固定資産の償却等により固定資産が17百万円減少したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における負債は30,008百万円となり、前連結会計年度末に比べ421百万円減少いた

しました。これは、支払手形及び買掛金の増加等により流動負債が21百万円増加した一方で、長期借入金の減少

等により固定負債が442百万円減少したことによるものであります。

当第２四半期連結会計期間末における純資産は14,756百万円となり、前連結会計年度末に比べ16百万円減少い

たしました。これは、利益剰余金の増加により株主資本が28百万円増加した一方で、退職給付に係る調整累計額

の減少等によりその他の包括利益累計額が47百万円減少したものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期の当社グループの連結業績予想につきましては、平成29年５月12日に公表いたしました情報を修

正しております。詳細は、本日別途公表しております「平成30年３月期 第２四半期連結累計期間の業績予想値と

実績値の差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,967 6,964

受取手形及び売掛金 12,010 10,324

有価証券 － 50

商品及び製品 6,374 7,223

仕掛品 2,547 2,860

原材料及び貯蔵品 2,842 2,937

繰延税金資産 719 766

その他 1,196 1,092

貸倒引当金 △91 △75

流動資産合計 32,565 32,145

固定資産

有形固定資産

土地 4,110 4,109

その他（純額） 4,987 5,022

有形固定資産合計 9,098 9,132

無形固定資産

のれん 181 173

その他 2,046 2,032

無形固定資産合計 2,228 2,205

投資その他の資産 1,310 1,280

固定資産合計 12,636 12,618

資産合計 45,202 44,764

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,841 4,111

短期借入金 12,837 12,745

1年内返済予定の長期借入金 3,050 3,054

未払法人税等 343 182

賞与引当金 871 910

創業者功労等引当金 100 －

製品保証引当金 126 134

その他 3,274 3,330

流動負債合計 24,446 24,468

固定負債

社債 25 20

長期借入金 4,473 3,896

製品保証引当金 68 73

退職給付に係る負債 864 849

役員株式給付引当金 8 12

その他 544 688

固定負債合計 5,982 5,539

負債合計 30,429 30,008
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,388 6,388

資本剰余金 6,404 6,404

利益剰余金 4,220 4,248

自己株式 △1,136 △1,136

株主資本合計 15,876 15,904

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 18 22

為替換算調整勘定 △1,915 △1,934

退職給付に係る調整累計額 683 650

その他の包括利益累計額合計 △1,213 △1,261

非支配株主持分 109 112

純資産合計 14,772 14,756

負債純資産合計 45,202 44,764
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

売上高 17,445 19,089

売上原価 10,044 10,532

売上総利益 7,400 8,556

販売費及び一般管理費 7,792 8,241

営業利益又は営業損失（△） △391 315

営業外収益

受取利息 5 26

持分法による投資利益 － 1

為替差益 － 47

受取保険金 46 －

受取地代家賃 15 15

その他 29 73

営業外収益合計 97 164

営業外費用

支払利息 87 94

持分法による投資損失 22 －

為替差損 29 －

シンジケートローン手数料 50 －

その他 35 23

営業外費用合計 225 118

経常利益又は経常損失（△） △519 361

特別利益

固定資産売却益 5 1

特別利益合計 5 1

特別損失

固定資産売却損 3 0

固定資産除却損 2 0

特別損失合計 6 1

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△519 361

法人税、住民税及び事業税 124 204

法人税等調整額 △254 △22

法人税等合計 △129 181

四半期純利益又は四半期純損失（△） △389 179

非支配株主に帰属する四半期純利益 3 4

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△393 174
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △389 179

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 4

為替換算調整勘定 △608 △20

退職給付に係る調整額 △32 △33

持分法適用会社に対する持分相当額 △2 0

その他の包括利益合計 △641 △49

四半期包括利益 △1,031 130

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △1,029 126

非支配株主に係る四半期包括利益 △2 3
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

税金費用の計算 一部の連結子会社では税金費用について、当第２四半期連結会計期間を含む連結

会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積

り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

計測・計量機器事業

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高

外部顧客への売上高 7,557 1,488 363 1,367 10,776

セグメント間の内部売上高
又は振替高

993 71 35 1,070 2,172

計 8,551 1,560 399 2,438 12,949

セグメント利益又は損失(△) △292 42 0 24 △225

医療・健康機器事業
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高

外部顧客への売上高 2,336 1,705 2,413 213 6,668 ― 17,445

セグメント間の内部売上高
又は振替高

2,222 0 ― 2,032 4,255 △6,428 ―

計 4,558 1,706 2,413 2,246 10,924 △6,428 17,445

セグメント利益又は損失(△) 232 △131 162 63 326 △492 △391

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△492百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△678百万

円が含まれております。全社費用は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

計測・計量機器事業

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高

外部顧客への売上高 7,766 1,622 405 1,504 11,298

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,080 13 27 1,281 2,401

計 8,846 1,635 432 2,785 13,700

セグメント利益又は損失(△) 12 52 △4 123 183

医療・健康機器事業
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注２)

日本 米州 欧州
アジア・
オセアニア

計

売上高

外部顧客への売上高 2,425 2,126 3,054 184 7,790 － 19,089

セグメント間の内部売上高
又は振替高

3,410 － － 2,620 6,030 △8,432 －

計 5,836 2,126 3,054 2,804 13,821 △8,432 19,089

セグメント利益又は損失(△) 831 △59 245 103 1,120 △989 315

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△989百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△784百万

円が含まれております。全社費用は、主に管理部門に係る一般管理費であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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